
 

 

                          大阪府総務部統計課 情報企画グループ 

             
大阪府では毎年、「大阪府統計グラフコンクール」を開催しています！ 

            子ども達が自ら考え、調べ、グラフで表現した作品が多数寄せられています。 

統計グラフコンクールに取り組むことによる効果 

日常生活や社会における課題を、子ども達が自ら 

見つけ、情報の収集・分析をすることで、解決へ 

の見通しをたて自ら考える力を育てていくことが 

できます。 

また、資料を分類整理し、表やグラフを用いて 

分かりやすく表現し、読み取り、説明する力を育 

てていくことができます。読み取る活かす 

作品作成と問題解決力育成の関係の具体例 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

個別のグラフや数値の傾向から気付いたこと。 

（一言コメント） 

・総合的な学習への活用 

・算数・数学の学習への活用 

・説明文づくりなど国語の学習への活用 

・調べるテーマにより社会科・理科の学習への活用 

・パソコンを利用してグラフを作成することで情報

処理の学習への活用 

・各教科・領域において、プレゼンテーションなど 

言語活動の充実を図る手段として活用 

この作品では、自転車ルールやマナーをテーマに、大阪府警のデータや自ら調べたデータを用いて

わかりやすくグラフ化した作品です。 

106 人からのアンケートや 13 日間に及ぶ公道調査を実施し、感じたルール・マナーへの理解、自

転車事故を減らすためには何ができるのかという課題について、感想・まとめで自らできる行動提案

を行っています。学校や社会、地域の問題について児童・生徒が考えるキッカケ作りになります。 

 また、小学校高学年～中・高等学校の児童・生徒にとっては、国・都道府県などから公表されてい

る統計データを用いたグラフづくりが、問題解決能力の向上に役立ちます。 

 学級(学年)の課題をもとに作品づくりに取り組むと、学級(学年)運営の改善につながるような学習活

動にも役立ちます。 

情報の収集・分析 

問題となる現象をデータでとらえ、収集し、グラ
フを用いて課題や分析した結果を表現する。 

（調査理由のコメント） 

なぜ疑問に思ったのか。 

どのような経験から気付いたのか。 

テーマ設定 
疑問に思ったことを詳しく調べる。 
経験から気付いた傾向や法則を確かめる。 

まとめ・表現 
調べたことから、どうすれば解決できると 
思うか。 
どんなことに気付き、何に役立てたいと思うか。 
自分の考えや意見を書く。 
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参考：第６１回（令和元年度）大阪府統計グラフコンクールの受賞作品（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府統計グラフコンクールの概要 

 応 募 資 格  大阪府内に在住、在学、在勤する小学生以上の方 

応 募 部 門  第 1 部…小学校１・２年生の児童 

  第 2 部…小学校３・４年生の児童 

 第 3 部…小学校５・６年生の児童 

 第 4 部…中学校の生徒 

 第 5 部…高等学校以上の生徒、学生及び一般の方 

 パソコン統計グラフの部…小学生以上の方 

 テ ー マ  各部とも自由です。ただし、小学校 4 年生以下の児童の応募については、 

児童自らが観察・調査したものを統計グラフにしたものとします。 

 作品のサイズ 72.8cm×51.5cm（B2 判） 

  

詳細はホームページをご覧ください 

    問い合わせ先 大阪府 総務部 統計課 情報企画グループ 

TEL：06-6210-9196  
http://www.pref.osaka.lg.jp/toukei/gcon/index.html  

                            

 

大阪グラフコンクール 検索 

大阪府広報担当副知事 

もずやん 

第１部 

特 選 

http://www.pref.osaka.lg.jp/toukei/gcon/index.html

